
信州型⾃然保育認定制度が始まって5年。⾃然の中で、⼦どもたちが

のびのび遊び込む姿や主体的な活動内容に関⼼が集まり始めた⼀⽅で、

⼩学校への接続や、幼児期からの⼀貫した⼦どもの育ちに対し不安感がある

という声があるのも事実です。今回は「⾃然保育」という視点から、

今後の学校教育の展望や未来を考えることを⽬的とし、汐⾒先⽣のお話を

伺うこととなりました。当⽇は、講演後に、グループに分かれ振り返り

ディスカッションも予定しております。是⾮、皆様ご来場下さい。
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